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1984年、テヘランに生まれ、アザド大学で哲学の勉強を始める。学士号取得後、勉学の

継続のため、2008年に日本へ留学。2011年まで、東京大学大学院人文社会系研究科イ

スラム学研究室の研究生として在籍。その後、大正大学に入学し、2013年に宗教学専攻

で修士号を取得。2013年から2017年まで、東洋大学にて哲学を専攻し、博士号を取得。

大学での学業修了後、約２年間、放送大学の非常勤講師として勤務。2018年に㈱

Kimiya（旧：㈱Genza）を設立。2019年から、明治大学の兼任講師、その他研究所の非

常勤講師として勤務し、現在に至る。
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